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　コマツの創業者・竹内明太郎（1860年～1928年・高知県宿毛市
生まれ）は、1894年に父と共に竹内鉱業を創立し、鉱山経営を行っ
ていました。1900年にパリ万博を訪れ、ヨーロッパ諸国の工業技
術の先進性を目の当たりにし、日本における機械工業の重要性を強

く認識します。その後、「工業を発展させずして国家の発展はない」

との信念のもと、鉱山経営から機械工業経営に重きを置くようにな

り、1917年に当時経営していた石川県小松市の遊泉寺銅山向けの
鉱山機械を製作する目的で、今のコマツの前身となる小松鉄工所を

設立します。その後、1921年に竹内鉱業傘下から独立し、小松製作
所が誕生します。

　当時、コマツが掲げた創業の理念は、前身の小松鉄工所での「良

品に国境なし」という考え方を受け継ぎ、品質第一、技術革新、人材

の育成、海外への雄飛というコンセプトでした。

　このように、竹内明太郎は、世界を見据えた企業づくりを志し、機

械工業の発展と人材育成に生涯をささげました。この高い志と技術

革新に挑戦し続ける創業者の姿勢は、コマツの価値観として、今も

社員に引き継がれています。コマツはこれからも、「品質と信頼性」を

追求し、社会を含むすべてのステークホルダーからの信頼度の総和

を最大化することを経営の基本とし、事業活動を通じて社会に貢献

していく経営姿勢を堅持していきます。

創業の精神

遊泉寺銅山ものがたりパークWeb

当時の遊泉寺銅山。手前の建物群は工作場で、鉱山内の機械の修繕や鉱車の製作などを行っていました。
後に小松鉄工所から小松製作所になりました。

イントロダクション

https://www.komatsuguide.jp/feature/detail_84.html
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